
成人診療科への移行は
どのタイミングで検討されますか？

移行に際し困難を
感じておられるでしょうか。

移行に際し困難を感じる、もしくは困難が
予想されるのはどのような点でしょうか？

（複数回答可）

中学卒業時

29%

中学校卒業時・
高校卒業時・その他

2%
中学校卒業時

5%
高校卒業時

23%
高校卒業時／ 20歳頃

2%

20 歳頃

11%

その他（自由記載）

21%

-

7% 多くの疾患で感じている

20%

一部の疾患で感じている

41%
まったく感じていない

14%

ほとんど感じていない

18%

( 空白 )

7%

成人診療科と
うまく連携できない

14%

適切な医療機関と
医師を探すのが難しい

34%

患者や保護者が病院や
主治医が変わることに
不安や抵抗感が強い

28%

患者の自立が進まない

8%

困難はほとんどない

10%

その他
（困難を感じる点に関し自由にご記載ください）

6%



移行が困難と感じる疾患はどのような疾患でしょうか？（複数回答可）

0 5 10 15 20 25 30

知的障害・発達障害

重症心身障害

染色体又は遺伝子に変化を伴う症候群（ダウン症候群、ソトス症候群など）

神経・筋疾患（てんかん、筋ジストロフィー、多発性硬化症など）

先天性代謝異常（アミノ酸代謝異常、ミトコンドリア病など）

食物アレルギー

その他（移行が困難と感じる疾患について、自由にご記載ください）

慢性腎疾患（ネフローゼ症候群、慢性糸球体腎炎、慢性腎不全など）

慢性呼吸疾患（気管支喘息、慢性肺疾患など）

血液疾患（血小板減少性紫斑病、溶血性貧血など）

慢性心疾患（心室中隔欠損症、ファロー四徴症、完全房室ブロックなど）

骨系統疾患（軟骨無形成症、骨形成不全症など）

内分泌疾患（下垂体機能低下症、甲状腺機能低下症、尿崩症など）

膠原病（SLE、若年性特発性関節炎、血管炎症候群など）

糖尿病

免疫疾患（複合免疫不全症、好酸球増多症など）

悪性新生物（白血病、固形腫瘍など）

脈管系疾患（カサバッハメリット症候群など）

慢性消化器疾患（炎症性腸疾患、免疫性肝疾患、短腸症など）

皮膚疾患（先天性魚鱗癬、神経線維腫症 1型、先天性白皮症など）
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移行に際し、患者の自立に向けて診療の中で工夫されていることはありますでしょうか？（複数回答可）

移行前に再度本人に病状説明を行う

服薬管理や体調管理等について本人に指導を行う

一人で診察を受けさせる

看護師が介入し自立支援を行う

特にない

その他

0 5 10 15 20

成人期に入っても移行ができず、小児科での診療を継続している症例はありますでしょうか？

あり

なし

(空白 )
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重症心身障害

神経・筋疾患（てんかん、筋ジストロフィー、多発性硬化症など）

染色体又は遺伝子に変化を伴う症候群（ダウン症候群、ソトス症候群など）

知的障害・発達障害

その他（成人期に入っても診療を継続している疾患を自由にご記載ください）

先天性代謝異常（アミノ酸代謝異常、ミトコンドリア病など）

食物アレルギー

慢性呼吸疾患（気管支喘息、慢性肺疾患など）

慢性心疾患（心室中隔欠損症、ファロー四徴症、完全房室ブロックなど）

内分泌疾患（下垂体機能低下症、甲状腺機能低下症、尿崩症など）

糖尿病

慢性腎疾患（ネフローゼ症候群、慢性糸球体腎炎、慢性腎不全など）

膠原病（SLE、若年性特発性関節炎、血管炎症候群など）

慢性消化器疾患（炎症性腸疾患、免疫性肝疾患、短腸症など）

皮膚疾患（先天性魚鱗癬、神経線維腫症 1型、先天性白皮症など）

血液疾患（血小板減少性紫斑病、溶血性貧血など）

免疫疾患（複合免疫不全症、好酸球増多症など）

骨系統疾患（軟骨無形成症、骨形成不全症など）

悪性新生物（白血病、固形腫瘍など）

脈管系疾患（カサバッハメリット症候群など）

ありの場合、どの疾患群でしょうか？（複数回答可）
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